
0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

1
9
4
7

1
9
4
9

1
9
5
1

1
9
5
3

1
9
5
5

1
9
5
7

1
9
5
9

1
9
6
1

1
9
6
3

1
9
6
5

1
9
6
7

1
9
6
9

1
9
7
1

1
9
7
3

1
9
7
5

1
9
7
7

1
9
7
9

1
9
8
1

1
9
8
3

1
9
8
5

1
9
8
7

1
9
8
9

1
9
9
1

1
9
9
3

1
9
9
5

1
9
9
7

1
9
9
9

2
0
0
1

2
0
0
3

2
0
0
5

2
0
0
7

2
0
0
9

2
0
1
1

2
0
1
3

2
0
1
5

2
0
1
7

2
0
1
9

人口動態（年間推計の推移）

出生数

離婚件数

死亡数

婚姻件数

＝
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向
け
て
＝ 
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◇
感
染
症
へ
の
対
策
、
誤
情
報
に
注
意 

 

（
２
月
７
日
現
在
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
国
や
自
治
地
に
お
い
て
対
応
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
、
収
束
に
向
け
た
動
き
が
出
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
で
も
誤
情
報
が
発
信
さ
れ

た
事
例
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
誤
情
報
に
対
し

て
は
、
充
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。 

◆
出
生
数「
８
４
万
人
」 

す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
令
和
元
年

１
２
月
２
４
日
、
厚
生

労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ

た
年
間
人
口
動
態
の
推

計
に
よ
れ
ば
、
出
生
数

は
９
０
万
人
を
大
き
く

下
回
り
、
８
４
万
４
０

０
０
人
、
死
亡
数
は
１

３
７
万
６
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

５
１
万
２
０
０
０
人
の
自
然
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
ま

ち
の
人
口
規
模
と
引
き
比
べ
て
考
え
る
と
、
減
少
数
の
大
き
さ
が

わ
か
り
ま
す
。「
出
生
率
１
・
８
」
の
論
議
は
、
婚
姻
件
数
も
含
め

て
の
施
策
展
開
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

◆
「
心
」
と
「
学
力
」 

前
回
の
自
治
レ
ポ
ー
ト
で
大
学
入
試
で
の
英
語
民
間
試
験
の
導

入
問
題
を
扱
い
ま
し
た
。
こ
の
関
係
で
は
、
文
部
科
学
省
の
有
識

者
会
議
の
論
議
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
で
も
、
各
大
学
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
や
国
語
の
記

述
式
試
験
は
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
英
語
の
試
験
で
は
、

す
べ
て
の
受
験
生
に
一
律
に
試
験
を
行
う
こ
と
の
是
非
、
試
験
実

施
方
法
と
採
点
の
あ
り
方
、
入
学
試
験
で
の
民
間
試
験
の
活
用
、

英
語
で
あ
れ
ば
各
試
験
機
関
の
活
用
で
の
公
平
性
、
ま
た
、
民
間

英
語
試
験
は
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
き
て
い
る
背
景
が
あ
る
こ
と
と

い
っ
た
点
を
踏
ま
え
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
こ
の
点
、
か
ね
て
よ
り
専
門
家
か
ら
の
指
摘
や
批
判
が

あ
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
大
学
入
試
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
も
変
わ
り
ま
す
。
す
で
に
質
疑
・
質
問
を
行
わ
れ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
学
校
で
は
外
国
語
活
動
（
３
、
４
年

生
）、
外
国
語
科
（
５
、
６
年
生
）
で
、
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
始
ま
り
ま
す
。 

 
 

 

文
部
科
学
省
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク



ー
ル
構
想
の
実
現
」
と
し
て
、
義
務
教
育
段
階
で
の
一
人
一
台
の

端
末
整
備
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
実
際
に
、
一
人
一
台
と
な

る
の
か
、
財
源
措
置
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
、
教
材
や
ソ
フ
ト
の
充
足
な

ど
の
見
通
し
は
ど
う
か
が
課
題
と
考
え
ま
す
。 

さ
ら
に
、
こ
こ
に
き
て
荻
生
田
文
部
科
学
大
臣
が
、
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（「
パ
ソ
コ
ン
、
ネ
ッ
ト
環
境
を

利
用
し
た
試
験
」。
）
の
早
期
導
入
の
考
え
を
表
明
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
導
入
し
て
の
試
験
は
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
導
入
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ネ
ッ

ト
環
境
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
体
験
受
験
や
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
い
っ

た
課
題
が
出
て
き
ま
す
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
経
験
が
あ
る
方
は
、
経
験
を

活
か
し
て
の
課
題
の
確
認
、
そ
し
て
、
今
後
の
検
討
状
況
を
注
視

し
て
お
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

◆
子
育
て
で
の
支
援
を 

 

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
厚
生
労
働
省
（
２
０
１
９
年
８

月
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
１
５
万
９
８
５
０
件
（
速
報
値
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
中
、
件
数
が
１
３
万
３
７
７
８
件
か
ら

増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

翻
っ
て
、自
分
の
自
治
体
で
の
虐
待
の
相
談
対
応
件
数
、内
容
、

背
景
、
対
応
後
の
状
況
、
さ
ら
に
は
、
虐
待
を
受
け
た
子
や
家
族

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
実
情
を
踏
ま
え
て
課
題
や
施

策
を
確
認
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
時
期
に
受
け
た
虐
待
、
あ
る
い
は
「
い
じ
め
」
と
い

っ
た
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）
が
、
成
人
と
な
っ
て
か
ら
深
刻
な

身
体
的
・
精
神
的
影
響
を
与
え
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、「
Ａ
Ｃ
Ｅ
ｓ
」、

ま
た
、「
小
児
期
逆
境
体
験
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。 

 

福
祉
所
管
で
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
対
策
と
同
時
に
、

他
職
種
連
携
し
た
事
後
の
ケ
ア
や
支
援
、子
育
て
で
の
相
談
体
制
、

家
庭
へ
の
支
援
な
ど
も
考
慮
し
た
施
策
が
、
今
以
上
に
大
切
な
も

の
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。 

【
参
照
】・
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
ア
メ
リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
）
の
ほ
か
に
、「
Ａ
Ｃ
Ｅ
」、「
小
児
期
ト
ラ
ウ
マ
」、「
非
認
知
能

力
」「
幼
児
教
育
」
に
関
し
て
の
参
考
文
献
が
あ
り
ま
す
。 

◆
人
口
減
少
と
外
国
人
の
定
住 

新
た
な
在
留
資
格
や
技
能
実
習
に
よ
り
、
全
国
的
に
見
る
と
在

留
外
国
人
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
ジ
ア
か
ら
在
留
増

加
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
外
国
人
の
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年
第
６
４
号
で
触
れ
て
い
ま
す
。） 

文
部
科
学
省
の
２
０
１
９
年
９
月
公
表
の
調
査
で
は
、
小
中
学

校
相
当
の
子
ど
も
の
う
ち
、
不
就
学
と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
の
数

は
、
１
万
９
６
５
４
人
さ
れ
て
い
ま
す
。 

定
住
を
希
望
し
て
い
る
場
合
に
は
、
日
本
語
の
取
得
は
大
切
な

も
の
と
な
り
ま
す
。
日
本
国
内
で
義
務
教
育
以
降
の
教
育
を
考
量

し
て
も
、
就
学
を
促
す
こ
と
、
進
学
に
備
え
た
日
本
語
取
得
や
教

科
学
習
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
、実
情
の
把
握
に
向
け
て
行
政
一
体
で
の
取
組
、
そ
し
て
、

共
に
地
域
で
暮
ら
す
住
民
と
し
て
の
交
流
、
定
住
へ
の
支
援
体
制

の
整
備
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
課
題
と
考
え
ま
す
。 


